
『鬼滅の刃』に学ぶ「大切なこと」 

 

 明けましておめでとうございます。 

年を越しても新型コロナウィルスの影響は続き、制限された生活、不安な毎日が続きそうです。そこで

今月は、今話題の『鬼滅の刃』で感じた「コロナ禍の中、大切なこと」を書き記します。 

 

 物語の舞台は大正時代。家族を鬼に殺された主人公・炭治郎が、唯一生き残ったが鬼になってしまった

妹・禰豆子を人間に戻すために鬼を討つ物語です。さまざまな人々との出会いや、鬼たちとの戦いから、

成長していく主人公と彼をとりまく人たちが、大切なことを教えてくれます。 

① 家族の絆 

 主人公である炭治郎は家族思いで素直、優しく、どんな苦難にもあきらめずに立ち向かう少年です。そ

の優しさは妹や仲間にだけではなく、敵である鬼に対しても向けられます。炭治郎にとって鬼は、復讐の

対象であり憎しみの存在です。しかし、鬼を倒すときに苦しまないよう配慮したり、「次は鬼になんてな

りませんように」と願います。そこには“鬼も元々は家族のある人間だった”という思いがあるからです。 

 この炭治郎をつくってきたのが家族です。『家族愛』をたっぷり受け育ってきた炭治郎は、どこまでも

人間が好きで、鬼に心を売り渡すようなことはしなかった。「鬼を倒し人が殺されないようにしたい」「家

族がバラバラになるような悲しい出来事がないようにしたい」そういう強い思いは登場するキャラクター

全員が抱いています。そして、妹の禰豆子は、鬼になっても人間の味方でいたのは、「家族への愛」のおかげ

です。「家族愛」「親子愛」「兄弟愛」これこそがこの物語の最大のテーマであり、コロナ禍の今、大切

にしたいことです。 

 

② 自分で考えるそして一歩前へ 

炭治郎はどんな状況に陥っても、自分で考え、状況を打開し、人を味方につけていきました。それには、

13 才のとき師匠に言われた「人に聞くな！自分の頭で考えられないのか」が身についています。「自分で

考える」ことを習慣にできると、現状分析や創意工夫ができ「一歩前に進む」ことができます。 

そして、人はたくさんの人と関わっています。炭治郎が成長していけたのは、他者を責めず、周囲に「感

謝の思い」を届け続けていたからでしょう。結果として、そんな炭治郎の姿に共感し、自分一人では目的

を達成できなくても、思いを共有したチーム（善逸や伊之助や「柱」たち）が達成してくれました。 

 

 さて、物語は炭治郎が炭を町に売りに行くところから始まりました。大原でも（特に村の産業である百

井では）炭を売りに行っていたと聞きます。そんなところに大原とのつながりを感じました。 

 

 今、新型コロナウイルスの世界的大流行という前代未聞の事態に襲われ、先の見えない世の中にありま

す。いつ襲ってくるかわからない目に見えない「鬼」がいるようです。そんな今だからこそ、大切なもの

（「命」そして「家族や仲間」でしょう）を守り、それぞれの今年の一歩を踏み出してほしいと考えます。 

 

 今年もよろしくお願いいたします。 

                                                    京都大原学院 校長 石飛 聡 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和３年１月１２日 

京 都 大 原 学 院 

校 長  石 飛  聡 

℡ 0 7 5 - 7 4 4 - 2 0 0 4 



 

３学期が始まりました １月５日（火） 
始業式で、校長先生から干支にまつわるお話があり、「丑」の字は手で 

つかむ形からできていて「紐」のように人と人の間を結ぶという意味があ 

ります。丑年は「がまん」や「芽が出る」年と言われるので、新型コロナウイ 

ルスでまだまだ我慢する年になるかもしれませんが、今できることをしっ 

かりやりきり、次につなげる年にしましょう」とお話がありました。そして、丑年生まれの 5年生が「児童生徒会の

仕事を頑張りたいです」「これから勉強がもっと難しくなるので、先生の話をしっかり聞いて頑張りたいです」と、

今年の抱負を話しました。 

京都大原学院 今年の漢字は「挑」   
２０２１年、今年の京都大原学院の漢字は「挑（いどむ）」です。 

２学期終業式（１２月２３日）に新旧児童生徒会長から発表されました。 

「２０２０年の漢字は『可』でした。コロナ禍で、できないことがたくさんあっ

たけれど、みんなで考え協力し合って、京炎フェスティバルや文化祭など

行うことができました。」「２０２１年は、コロナを予防して元気で楽しく様々

なことに『挑』みたいです。９年生は進路をつかんで下さい！」と話し、 

９年生にエールを送りました。 

左京区「はぐくみ」ネットワーク委員会からも、これから受験に向う９年

生に応援メッセージが届いています。左京区８つの公立中学校３年生に

向けたものです。「どんな困難もいつまでも続かない、自分を、そして仲

間を信じて前に進もう。幸せな明日のために（メッセージカードより抜

粋）」。温かい言葉がたくさん寄せられました。玄関に掲示中です。ぜひご

覧ください。 

人権学習参観・学級懇談会を行います １月１４日（木） 

１２月の人権月間の取組から引続き、人権学習を行っています。子どもたちが、多様な価値観を認め合いなが

ら、共に生き、尊重し合うことができるよう、教育活動の様々な場面で人権について考え、人権意識を育んでい

ます。１～６年生の学級懇談会では、子どもたちの身近な人権について考え話し合います。ぜひ、授業参観・学級

懇談会にお越しください。 

◆期日 令和３年１月１４日（木） 

◆１～６年生 授業参観 ５校時（１～４年生）１３：４５～１４：２５ 各教室 

               （５・６年生）１３：３５～１４：２０ 各教室 

       懇談会  ６校時（１～６年生）１４：３０～１５：１５ 各教室 

 

◆７～９年生 授業参観 ５校時 １３：３５～１４：２０ 各教室  

            ６校時 １４：３０～１５：１５ 各教室 

※７年生は授業の途中で，廊下や，学校の周辺の歩道に出て体験学習をします。 

作品展を開催します１月１４日（木）講堂にて １３：００～１７：００ 

授業参観・懇談会の当日に、作品展を開催します。学院生の美術科、図画工作科等の作品と学童クラブの作

品を講堂に展示します。ぜひ、ご覧ください。 

 



 

 

オオムラサキ越冬幼虫調査 
  ７～９年生 １２月４日（金） 

 

７～９年生が「オオムラサキを守る会」の方と越冬幼虫調査を行いました。学校の南側の高野川沿いと、親水公

園の役場橋付近で、エノキの根元５０ｃｍ以内の落ち葉からオオムラサキの幼虫を探しました。昨年度はオオムラ

サキ１頭、ゴマダラチョウ１５頭見つかりましたが、今年度はオオムラサキ６頭、ゴマダラチョウ２６頭見つかりまし

た。これは、「オオムラサキを守る会」の方によると、学院生の頑張りと、自然の回復によるものということです。オ

オムラサキは自然環境を測定する目安になる指標昆虫です。 

コロナ禍で、日々不安な情勢が続く中、自然

界では、変わりなく命が受け継がれていること

に気づき、少し心が癒されます。 

これらの幼虫は、網室に移し大切に育てら

れ、来年の夏には国蝶オオムラサキが大原の

空に巣立っていきます。 

大根の収穫 ８年生 １２月１８日（金） 

８年生が１０月から育てていた大根の収穫をしました。苗

を植えた直後は元気がなく、大きく育つのかと心配しました

が、２か月たって立派に育ちました。例年、１２月に里の駅大

原の朝市で、大根を販売していましたが、今年度は、新型コ

ロナウイルスの影響で、販売は取り止めになったので、調理

実習をして味わいました。 

 ２月に行われる三千院大根焚きで使っていただく大根は、

引続き畑で育てています。例年通り、三千院大根焚きが行わ

れることを願っています。 

寂光院 かぼちゃ焚き １年生 １２月２１日（月）冬至 

寂光院で行われている「かぼちゃ焚き」に、１年生が参加しました。本堂に上がらせていただいて、寂光院の歴

史についてお話を聞きました。子どもたちは、地蔵菩薩像や建礼門院像を熱心に見学しました。初めて寂光院を

訪れたという学院生もあり、菩薩様やお庭を見て「わぁ～きれい」という声が聞こえてきました。 その後、冬至に

食べると無病息災の御利益があると言われる「かぼちゃ」をいただきました。今年はコロナ禍で、参拝者にはお持

ち返りをお願いされているかぼちゃですが、学院生には特別に、広いお座敷を用意してくださいました。１年生は

「甘くておいしかった」「大きなかぼちゃで、おなかいっぱいになった」「体が温かくなった」と喜んでいました。例年と

異なり、地域行事が少なくなっている中、このように学院生をお招きいただき、地域と共にみんなの無病息災を願

う貴重な体験をさせていただきました。 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 

 

令和２年度  １月行事予定 

 日 曜 学校行事 ・ ＰＴＡ ・ 地域 ・ 保健行事など 

 １ 金 学校閉鎖（～1/3）  

 ２ 土  

 ３ 日  

 ４ 月 冬季休業  

 ５ 火 ３学期始業式 大掃除              身体計測（7～9年）  

 ６ 水   

 ７ 木 給食開始 専門委員会      

 ８ 金 ふれあいタイム（5年）     

 ９ 土   

１０ 日                           

１１ 月 成人の日 

１２ 火  諸費引落日 

１３ 水 合同部活動 相談室開設（13:00～17:00） 

１４ 木 人権学習参観・懇談会 （5・6校時） 作品展（講堂）   

１５ 金 左義長（1～6年 三千院）   学校安全の日 

１６ 土                     

１７ 日  

１８ 月 素読教室   MBS 出張授業（5・6年）  

１９ 火 環境学習出張授業（4年）  

２０ 水 テスト 1週間前（9年） 合同部活動        巡回文庫 相談室開設（13:00～17:00） 

２１ 木   

２２ 金 避難訓練（2校時）発見旅行報告会・職業調べ発表会（5～7年）                     

２３ 土 サタデー・オープンスクール              

２４ 日   

２５ 月 素読教室  ジョイントプログラム（3～6年 ～2/2）    諸費再引落日 

２６ 火  身体計測（1・2年）  

２７ 水 学年末テスト（9 年）  合同部活動  身体計測（3・4年） 古紙回収 

２８ 木 クラブ活動  身体計測（5・6年）  

２９ 金    

３０ 土  

３１ 日  

２月の主な行事 

１日（月）春時間開始 給食週間（～2/5） 

３日（水）節分会（三千院）非行防止教室(6～9年) 

５日（金）入学説明会・半日入学 

１０日（水）・１１日（木）私立高校入試 

 

 

１２日（金）漢字検定(1～6 年) 

１６日（火）・１７日（水）公立高校前期選抜検査 

２４日（水）～２６日（金）学年末テスト（7・8年） 

２６日（金）学級懇談会（1～8年） 

 

令和２年度 

学校教育目標 

この印刷物が不要になれば「雑がみ」として古紙回収へ 


